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10月24日（日）10時
支部会館（事務所）

拡大推進委員会：同日15時

拡大日曜行動

拡大目標数達成に向けて頑張るぞ!! 三葉分会

9
月
26
日

（
日
）、
5
箇
所

6
分
会
が
拡
大

決
起
、
分
会
団

結
の
た
め
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
行

い
ま
し
た
。
5

箇
所
の
合
計
で

1
5
0
人
を
超

え
る
仲
間
た
ち
が
参
加
し
ま
し

た
。当

日
は
心
配
し
て
い
た
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
な
が
ら
仲
間
と
交
流
し
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

焼
き
お
に
ぎ
り
・
海
鮮
・
焼

き
そ
ば
・
ピ
ラ
フ
・
秋
刀
魚
な

ど
各
分
会
ご
と
に
特
徴
が
あ

り
、
様
々
な
食
材
で
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

拡
大
月
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
ど
の
分
会

も
仲
間
集
め
に
力
が
入
り
ま
し

た
。「
普
段
あ
ま
り
顔
を
出
さ

な
い
仲
間
も
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に

参
加
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
」
と
の
声
も
。

ま
た
今
回
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

中
に
、
組
合
員
・
主
婦
の
会
の

拡
大
成
果
を
得
る
事
も
出
来
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
成
果
を
積
み
重

ね
、
各
分
会
で
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
団
結
を
強
め
、
秋
の
拡
大

月
間
を
や
り
遂
げ
る
意
思
統
一

を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

す
で
に
拡
大
月
間
も
終
盤
で

す
が
、最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
、

全
分
会
目
標
達
成
が
出
来
る
よ

う
、
組
合
員
一
丸
と
な
り
秋
の

拡
大
月
間
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

う
に
し
ま
す
。

タ
マ
ゴ
・
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
・

タ
オ
ル
な
ど
訪
問
に
躊
躇
せ
ず

ど
ん
な
こ
と
で
も
い
い
の
で
理

由
を
つ
け
訪
問
し
て
ま
わ
る
。

そ
の
中
で
、
有
力
な
対
象
者
を

見
つ
け
出
し
て
い
く
こ
と
が
加

入
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

拡
大
月
間
後
半
戦
に
向
け
多

く
の
仲
間
を
行
動
日
に
集
め
、

秋
の
拡
大
を
必
ず
成
功
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

書
記
局
　
山
内
高
広

次は40周年を目指して!! 南町分会

で
南
町
分
会
に
て
活
躍
し
た
方

や
、
現
在
も
現
役
で
い
ら
れ
る

方
な
ど
の
中
に
、
次
の
世
代
を

担
う
若
い
年
代
の
方
の
参
加
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
南
町
分
会
に

て
活
動
さ
れ
て
き
た
方
の
功
労

賞
授
与
式
や
、
分
会
組
合
員
さ

ん
へ
の
記
念
品
贈
呈
、
ビ
ン
ゴ

大
会
な
ど
を
催
し
、
盛
大
な
祝

賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

分
会
内
で
仲
間
の
顔
が
見
え

な
い
と
い
わ
れ
る
中
、
分
会
30

周
年
と
い
う
祝
賀
会
に
て
、
幅

広
い
年
代
の
仲
間
が
参
加
さ

れ
、
組
合
員
同
士
の
良
い
交
流

の
場
と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
だ

と
思
い
ま
す
。

南
町
分
会
30
周
年
お
め
で
と

う
御
座
い
ま
す
。

書
記
局
　
角
毅
征

拡
大
月
間
も
終
盤
戦
!!

訪
問
と
対
話
を
遣
り
抜
こ
う

残
暑
が
つ
づ
い
た
9
月
も
終

わ
り
、
10
月
を
迎
え
秋
の
拡
大

月
間
も
後
半
戦
と
な
り
ま
し

た
。今

の
情
勢
は
建
設
不
況
が
ま

だ
ま
だ
続
く
中
、
ま
す
ま
す
対

象
者
の
顔
が
見
え
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。

9
月
ま
で
の
拡
大
成
果
は
元

塩
・
滝
山
・
三
葉
・
青
空
・
事

業
所
・
直
属
の
6
分
会
か
ら
の

成
果
以
外
ほ
か
の
分
会
か
ら
の

拡
大
成
果
が
な
い
状
態
で
す
。

支
部
全
体
で
は
9
月
末
目
標

（
50
％
）
の
47
人
に
対
し
16
人

と
大
き
く
遅
れ
て
い
ま
す
。

（
左
表
参
照
）

分
会
か
ら
の
経
験
報
告
で

は
、
現
在
ま
で
2
名
の
拡
大
を

し
て
い
る
青
空
分
会
か
ら
、
春

の
あ
り
が
と
う
・
お
め
で
と
う

の
会
に
参
加
し
た
仲
間
が
相
模

湖
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
、

少
年
野
球
つ
な
が
り
で
1
人
紹

介
し
て
く
れ
て
拡
大
に
結
び
付

き
ま
し
た
。

ま
た
、
滝
山
分
会
で
も
地
元

の
祭
り
仲
間
で
20
代
の
青
年
を

紹
介
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
方
は
以
前
か
ら
飛
び
込
み
で

訪
問
し
て
い
ま
し
た
が
反
応
が

な
い
対
象
者
で
し
た
が
、
仲
間

の
紹
介
を
得
た
こ
と
で
有
力
な

対
象
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
葉
分
会
で
も
、
9
月
19
日

（
日
）
の
分
会
独
自
行
動
か
ら

カ
ー
ド
の
記
入
を
進
め
、
そ
の

日
1
日
で
57
件
訪
問
し
、
カ
ー

ド
は
75
枚
に
達
し
ま
し
た
。
拡

大
に
は
ま
だ
結
び
つ
い
て
い
ま

せ
ん
が
訪
問
累
計
で
1
3
6
件

と
断
ト
ツ
の
行
動
件
数
に
な
っ

て
い
ま
す
。

10
月
の
後
半
戦
に
向
け
て
、

各
分
会
に
、
事
業
所
労
災
加
入

者
・
30
代
組
合
員
・
春
か
ら
の

新
加
入
者
の
3
つ
の
配
っ
た
名

簿
を
、
ま
ず
は
「
し
あ
わ
せ
の

対
象
者
カ
ー
ド
」
に
記
入
し
、

行
動
日
に
訪
問
す
る
場
所
が
な

い
と
い
う
状
態
を
作
ら
な
い
よ

日 付

ところ

杯
の
後
、歓
談
に
入
り
ま
し
た
。

出
席
者
の
中
に
は
、
現
在
ま

町
分
会
30
周
年
記
念
祝
賀

会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
分

会
組
合
員
、
来
賓
を
合
わ

せ
、
70
名
ほ
ど
の
祝
賀
会

と
な
り
ま
し
た
。

綱
島
分
会
書
記
長
の
挨

拶
で
開
式
し
、
荒
牧
分
会

長
、
来
賓
の
挨
拶
と
続
き

ま
し
た
。

来
賓
客
に
は
石
垣
雅
之

支
部
執
行
委
員
長
を
は
じ

め
、
支
部
役
員
や
各
分
会

代
表
の
方
々
の
出
席
が
あ

り
ま
し
た
。

宇
田
川
副
分
会
長
の
乾

分会の仲間大集合! 
団結して拡大最終盤へ!!

各分会目標数

元 塩

松 竹

清 里

滝 山

三 葉

北 浅

南 町

青 空

事業所

直 属

合 計

146

70

155

173

250

154

65

124

411

321

1869

7

4

8

9

13

8

3

6

20

16

94

9

4

9

10

15

9

4

7

26

20

113

4

2

4

5

7

4

2

3

10

8

47

1

0

0

1

1

0

0

2

9

2

16

10年1月現勢分会 月間5％目標 月間6％目標 9月末目標 現状拡大数

バーベキュー

南
町
分
会
30
周
年
記
念
祝
賀
会

けんせつ
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7
月
よ
り
皆
様
に
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
、
就
業
実
態
調
査

に
お
い
て
、
支
部
へ
の
電
話
相

談
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

電
話
だ
け
で
の
相
談
で
は
困

難
な
状
態
で
す
の
で
、
個
別
の

相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
未
提
出
の
方
は
早
急
に

支
部
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
記
入
の
仕
方
や
添
付
書

類
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
お
困

り
の
方
は
お
早
め
に
支
部
へ
電

話
に
て
ご
予
約
の
上
お
越
し
下

さ
い
。

当
日
の
持
ち
物
は
・
就
業
実

態
申
告
書
・
印
鑑
・
必
要
添
付

書
類
（
わ
か
ら
な
い
場
合
は
相

談
会
後
日
）
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い

※
お
越
し
に
な
る
前
に
事
前
に

支
部
に
て
ご
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い

支
部
連
絡
先：

T
E
L

0
4
2
―
4
7
3
―
8
7
5
1

滞 納 解 消

長
い
分
会
で
し
た
。

当
時
の
分
会
長
は
山
下
秀

和
さ
ん
、
支
部
で
は
御
子
柴

和
美
さ
ん
が
副
支
部
長
兼
財

政
部
長
で
あ
っ
た
。

私
は
加
入
の
翌
年
に
分
会

年
半
後
に
正
常
な
分
会
、
つ

ま
り
滞
納
者
ゼ
ロ
を
達
成
で

き
ま
し
た
。
こ
の
成
果
の
大

半
は
、
妻
の
協
力
の
結
果
で

あ
り
ま
し
た
。

滝
山
分
会
　
寺
園
静
雄

会
計
に
送
出
さ
れ
た
。

こ
の
年
、
支
部
組
合
員
は

三
〇
二
名
、
前
沢
分
会
は
四

二
名
（
位
）
で
、
組
合
費
の

滞
納
口
数
は
分
会
員
の
1
・

5
倍
六
二
口
数
で
、
ま
さ
に

非
常
事
態
、
滞
納
解
消

が
分
会
の
最
大
の
課
題

で
あ
っ
た
。
当
時
は
群

会
議
が
な
か
っ
た
の

で
、
組
合
費
は
会
計
宅

に
届
け
ま
し
た
。

私
の
妻
は
滞
納
克
服

の
為
、
当
時
二
歳
だ
っ

た
長
男
を
背
負
い
、
未

納
者
宅
を
訪
問
、
集
金

を
行
い
、
当
時
清
瀬
元

町
に
あ
っ
た
事
務
所
に

届
け
て
い
ま
し
た
。

会
計
担
当
に
な
り
一

小
規
模
登
録
事
業
者
を
中
心

に
公
園
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
行
動
を

9
月
5
日
（
日
）
参
加
者
9
名

（
清
瀬
5
名
東
久
留
米
4
名
）

で
行
な
い
ま
し
た
。

22
箇
所
（
清
瀬
10
箇
所
・
東

久
留
米
各
12
箇
所
）
を
回
り
公

園
内
の
遊
具
、
ト
イ
レ
、
街
灯
、

遊
具
、
水
飲
み
場
、
ベ
ン
チ
、

フ
ェ
ン
ス
等
の
修
繕
、
危
険
箇

所
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
な
っ
た
結

果
、
61
箇
所
（
清
瀬
23
箇
所
、

東
久
留
米
38
箇
所
）
の
修
繕
箇

所
を
発
見
し
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
公
園
で
何
か
し

ら
の
修
繕
箇
所
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
フ
ェ
ン
ス
の
破
損
、
ベ

ン
チ
破
損
、
水
飲
み
場
蛇
口
の

金
具
不
足
、
塗
装
は
が
れ
（
ブ

ラ
ン
コ
、
水
遊
び
場
等
）、
な

ど
が
あ
り
、
地
面
に
ボ
ル
ト
が

で
っ
ぱ
っ
て
い
る
、
倒
木
が
あ

る
な
ど
危
険
個
所
も
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

全
体
的
な
特
徴
と
し
て
修
繕

必
要
、
危
険
箇
所
が
予
想
以
上

に
多
く
、
公
園
の
管
理
が
き
ち

ん
と
行
き
届
い
て
い
な
い
せ
い

か
、
ベ
ン
チ
が
汚
い
、
ゴ
ミ
が

散
乱
し
て
い
る
、
ト
イ
レ
の

窓
・
ド
ア
が
な
い
、
障
害
者
用

ト
イ
レ
が
な
い
、
ト
イ
レ
そ
の

も
の
が
な
い
（
利
用
者
が
多
い

公
園
）、
フ
ェ
ン
ス
に
つ
た
が

ま
き
つ
い
て
い
る
、
ブ
ラ
ン
コ

が
い
た
ず
ら
さ
れ
て
使
用
で
き

今
年
は
暑
い
日

が
続
く
中
、
主
婦

の
会
旅
行
（
9
月

9
日
）
前
日
に
台

風
が
去
っ
て
、
集

合
場
所
で
の
挨
拶

が
「
涼
し
く
て
よ
か
っ
た

ね
」
と
、
バ
ス
に
乗
り
、

秋
の
拡
大
行
動
の
お
話
に

入
り
、
皆
さ
ん
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
と
、
会
長
さ
ん

や
役
員
さ
ん
か
ら
お
願
い

が
あ
り
ま
し
た
。

新
江
ノ
島
水
族
館
の
イ

ル
カ
シ
ョ
ー
を
見
て
い
る

と
、
幼
稚
園
の
子
供
た
ち

が
見
学
を
し
て
い
て
、
可

愛
ら
し
か
っ
た
で
す
。
少

子
化
が
騒
が
れ
て
い
る
け

ど
、
本
当
か
と
疑
う
く
ら

い
、
子
供
の
見
学
者
が
い

ま
し
た
。

就
業
実
態
申
告
書
提
出

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

私
が
組
合
に
加
入
し
た

の
は
一
九
四
七
年
一
月
支

部
結
成
三
年
後
の
時
で

す
。
加
入
の
動
機
は
技
能

検
定
手
続
き
と
税
金
対
策

で
し
た
。

所
属
は
前
沢
分
会
、
こ

の
分
会
は
所
沢
街
道
の
南

側
、
田
無
市
西
原
境
の
南

町
よ
り
東
村
山
に
接
す

る
、
柳
窪
ま
で
の
範
囲
の

『
現
場
入
場
の
条
件
』
に
な
っ

て
い
る
現
場
も
あ
り
ま
す
。

自
分
や
家
族
の
生
活
を
守
る

た
め
に
も
積
極
的
に
労
災
特
別

加
入
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

仲
間
で
独
立
し
た
・
外
注
に
な

っ
た
と
い
う
方
が
い
ら
し
た

ら
、
仲
間
の
生
活
を
守
る
た
め

に
も
『
労
災
特
別
加
入
』
を
呼

び
か
け
ま
し
ょ
う
。

『
労
災
特
別
加
入
』
の
ご
相

談
は
支
部
（
0
4
2
―
4
7
3

―
8
7
5
1
）
ま
で
。

こ
ん
な
仲
間
は
保
障
な
し
!!

●
独
立
し
た
●
外
注
に
な
っ
た

●
同
居
の
息
子
さ
ん

労
災
保
険
の
対
象
は
労
働
者

で
す
。
一
人
親
方
・
事
業
所
は

労
働
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

労
災
の
対
象
外
で
す
。し
か
し
、

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
事
務
組

合
、
東
京
土
建
に
加
入
す
る
と

『
特
別
』
に
労
災
に
加
入
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
最

近
の
ゼ
ネ
コ
ン
現
場
で
は
「
特

別
加
入
」
し
て
い
る
こ
と
が
、

仕
事
確
保
に
つ
な
げ
よ
う

東
京
土
建
で
労
災
特
別
加
入
を
し
よ
う
!!

が
目
立
ち
ま
し
た
。

公
園
利
用
者
へ
も
、
チ
ラ
シ

を
配
布
し
公
園
、
公
共
施
設
で

の
改
善
箇
所
の
情
報
を
よ
せ
て

も
ら
う
呼
び
か
け
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

後
日
、
各
自
治
体
に
調
査
報

告
書
と
と
も
に
修
繕
・
危
険
箇

所
、
環
境
の
改
善
を
公
園
利
用

者
の
安
全
確
保
、
地
元
業
者
の

仕
事
確
保
の
た
め
に
も
小
規
模

事
業
の
登
録
業
者
へ
仕
事
を
適

正
に
発
注
し
て
も
ら
う
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

書
記
局
　
伊
藤
丈
弘

な
い
な
ど
地
域

住
民
に
と
っ
て

利
用
し
づ
ら
く

汚
い
環
境
に
な

っ
て
い
る
公
園

鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
で

は
、
自
由
行
動
と
な
り
、

八
幡
宮
前
の
大
銀
杏
の
樹

が
、
か
な
り
新
芽
が
伸
び

て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
何
百
年
も
か

け
て
大
樹
に
な
っ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
ね
。

源
平
池
の
白
い
大
き
な

蓮
の
花
も
、
時
期
的
に
終

わ
り
の
頃
で
し
た
が
、
初

め
て
見
ら
れ
て
良
か
っ
た

で
す
。

主
婦
の
会
、
旅
行
に
久

し
く
ぶ
り
に
参
加
で
き

て
、
良
か
っ
た
で
す
。
ま

た
皆
さ
ん
の
若
返
り
パ
ワ

ー
を
貰
っ
て
楽
し
か
っ
た

で
す
。

有
難
う
御
座
い
ま
し

た
。

青
空
分
会
　
肥
沼
　
と
き

参
加
者
は
組
合
員
の
み
7

人
で
し
た
。（
石
崎
夫
妻
、

石
垣
、
鈴
木
、
島
田
、
小
林
、

本
田
）
18
時
か
ら
19
時
ま
で

の
1
時
間
の
行
動
で
、
テ
ィ

ッ
シ
ュ
、
ビ
ラ
と
も
に
3
5

0
枚
、
署
名
14
筆
で
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
、
市
民
の

た
。
し
か
し
、
先
進
諸
国
の
中

で
は
決
し
て
多
い
方
で
は
な

い
。
も
し
こ
の
案
が
通
れ
ば
、

少
数
意
見
が
反
映
さ
れ
ず
、

益
々
戦
争
反
対
や
消
費
税
増
税

反
対
の
声
が
届
き
に
く
く
な

る
。
そ
れ
は
、
民
意
が
削
ら
れ
、

す
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
力

を
合
わ
せ
て
、
強
力
に
運
動

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

消
費
税
増
税
問
題
は
今
後

益
々
正
念
場
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
の
だ
か
ら
。

清
里
分
会
　
鈴
木
勝
夫

憲
法
9
条
を
守
ろ
う
!!

9
月
9
日
九
条
駅
頭
宣
伝
清 瀬 駅
南 口

数
の
参
加

者
で
行
っ

て
い
る
の

が
現
状
で

方
々
も
今

の
情
勢
に

不
安
を
感

じ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

『
9
条
（
戦
争
放
棄
）
を

守
ろ
う
!!
』
と
（
憲
法
の
鬼
）

石
崎
政
治
氏
の
80
歳
を
超
え

る
年
齢
を
押
し
て
の
、
ハ
ン

ド
マ
イ
ク
で
の
訴
え
に
、

「
頑
張
っ
て
い
る
ね
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
」
と
振
り
返
り
、
快

く
ビ
ラ
を
受
け
取
る
人
も
。

そ
の
後
、
石
垣
委
員
長
が
、

「
民
主
党
政
権
は
国
会
議
員
削

減
案
（
比
例
部
分
で
衆
議
院
で

80
人
、
参
議
院
で
40
人
減
）
を
、

金
が
か
か
る
、
議
員
数
が
多
す

ぎ
る
と
の
理
由
で
打
ち
出
し

民
主
主
義
の
危
機
を
ま
ね
く

事
に
な
る
。
金
が
掛
か
る
な

ら
政
党
助
成
金
を
や
め
れ
ば

す
ぐ
解
決
す
る
。」
と
訴
え

ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
区
労
副
議
長

の
島
田
氏
の
訴
え
。

駅
頭
宣
伝
は
、
毎
回
少
人

いざ鎌倉!! 主婦の会


